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広島大学附属高等学校 「21」重点枠 

 

平成２１年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題（重点枠研究） 

 

① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は報告書第３，４章に添付） 

 バイオエネルギーの授業モデルの開発，および日独共同による授業モデルの実践のための海外研

修は，生徒の判断力の育成と知識の習得において成果があったといえる。また，持続可能な開発の

ための創造力の育成については，持続可能な開発の視点に立った考え方が生み出されており，成果

があったと考えられる。 

 

１ 授業モデルの開発 

 バイオエネルギーおよびキチン・キトサンをテーマとした授業モデルを開発し，その教育的効果

を検証することができた。 

 

２ 知識の習得 

「木」「バイオディーゼル」「バイオガス」という言葉に関して，概念地図法により生徒の理解

内容を調べた。生徒の記載した言葉の数は実践前は約４個，実践後は 13 個と約３倍に増加した。

実践前は，ほとんどの生徒がバイオディーゼル，バイオガスという言葉の意味がわからないようで

あったが，実践後はその意味を理解し，連想を広げ，多くの言葉を記述していた。科学の基本概念

と応用に関わる知識との間にネットワークが生じた生徒もいた。 

 

３ 判断力の育成 

 授業モデルの実践の前後に，７種類のエネルギー供給施設の建設に賛成する論拠と反対する論拠

を生徒に挙げさせ，その結果を分析した。特に授業モデルの内容であった３種類のバイオエネルギ

ー（木，バイオディーゼル，バイオガス）の供給施設の建設に対する論拠の数は，約２倍に増加し

た。 

また，論拠の内容を５つの視点，すなわち科学，技術，エコロジー，経済，社会の視点，その他の

視点に分類した。実践後は論拠の視点が多様になり，科学の視点が増加した。さらに，経済，社会

の視点も増加した。これより，生徒は，エネルギー供給施設の建設という，社会的な合意形成を必

要とする課題に対して，判断の根拠を幅広く考えることができるようになったことがわかった。 

 

４ 創造力の育成 

 自分たちの町でバイオエネルギーを活用するモデルについて議論するという課題で，ロールプレ

イを行った。概念地図法およびロールプレイにおける生徒の発言の分析の結果，科学者・技術者に

求められる創造力が十分に育成されたとはいえないが，地球市民としての立場から，具体的かつ現

実的な考えを生み出していた。 

 

② 研究開発の課題  （根拠となるデータ等は報告書第３，４章に添付） 

 バイオエネルギーの授業モデルの開発，および日独共同による授業モデルの実践のための海外研

修は，生徒の判断力の育成と知識の習得において成果があったといえる。また，持続可能な開発の

ための創造力の育成については，持続可能な開発の視点に立った考え方が生み出されていた。以下，

持続可能な開発のための創造力の育成に絞って，今後の研究課題を挙げる。 



 

 

 

１ 科学者・技術者の立場からの創造力を発揮させる場の工夫 

 バイオエネルギーの授業モデルの実践では，生徒が創造力を発揮する場面はロールプレイであっ

た。一方，事前研修で行ったキチン・キトサンの授業モデルの実践では，実践後にキチン，キトサ

ンの利用の可能性について考え，発表する場面があった。キトサンの抗菌性やキチン類スポンジの

吸水性を医療に活用するという考えが多かったが，なかには両方の特性を生かしてプールの更衣室

のマットを開発するという独創的な考えもあった。このように，授業モデルを実践した後で，持続

可能な開発のための創造力を発揮する場面を，多様に設定することは重要である。しかもその場面

では，科学者・技術者の立場からの創造力を発揮できるような工夫が必要である。今後，そうした

場面設定と場面の工夫を展開していくことが課題となる。 

 

２ 創造力を捉える評価手法の開発 

 上述のように，バイオエネルギーの授業モデルにかかわるロールプレイでは，持続可能な開発の

ための創造力を捉えるために，生徒の発言記録を分析した。その分析では，他のまねでなく独自の

考えが表れている発言，自分の考えで新しいものを創り出そうとしている発言を，創造力が発揮さ

れた発言であると捉えた。そして，それらの発言の多くは，ロールプレイの討論の内容を方向付け


